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北図書館だより 

 新しい学年が始まって、はや３ヶ月。最近は、蒸し暑い日が続き

ますが、みなさんいかがお過ごしですか？雨の季節、たまには家で

ゆっくり読書など、どうでしょう？ 

チャレンジ体験で来館してくれた中学生のみなさんと北図書館 

職員のオススメ本の紹介とお知らせです。 

この本はティラノサウルスのベビーと

トリケラトプスのトップス、ステゴサウ

ルスのゴンちゃんが主人公で、この 

３人がこおらされたベビーのおとうさ

んと、プレシオサウルスのシオじいを見

て、どうやってこおらされたかをときあ

かしていく話です。今回は、３人がかい

ぞく団のほねほねバイキングと協力し

て、なぞをときあかしていくのです。さ

いごは、ほねほねバイキングのリーダー

のバルバロのむすこのビットとベビー

が協力していく、とてもおもしろいお話

なので、ぜひ読んでみてください。 

売れない役者の谷村有子と葛西信、２人に

テレビ局の推薦で連続テレビドラマ出演依

頼が舞い込み、ロケ地の京都宇治に向かっ

た。 

しかし、宇治川の清流沿いに走る京阪宇治

線での撮影初日に有子とドラマスタッフが

失踪、殺害されてしまった。 

舞台は変わり、東京では大物政治家白石幸

次郎が爆殺された。 

宇治と東京で起きた連続殺人を結ぶ糸

は・・・。事件は迷宮入りし、犯人の勝利

に終わるのか・・・。 

十津川の捜査と推理が導き出した犯人と

は！？ 

『十津川警部 

犯人は京阪宇治線に乗った』 

西村 京太郎／著 （小学館） 

 

『ほねほねザウルス６  

ティラノ・ベビー、かいぞくになる！？』 

カバヤ食品株式会社／原案・監修 （岩崎書店） 
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この本では、筆者が誰もが必ず通る

道でありながら誰もが目をそむけて

しまう『死』について、客観的かつ

主観的に考えるという非常に奥深

く、共感のしやすい本となっていま

す。 

「ある人文科学的実験の被験者」になる

だけで時給 11 万 2000 円もらえるという

破格の仕事に応募した 12人の男女。とあ

る施設に閉じ込められた彼らは、実験の

内容を知り驚愕する。それは、より多く

の報酬を巡って、参加者同士が殺し合う

犯人当てゲームだった。 

最後まで目が離せないので一気読みがお

すすめです。 

『インシテミル』 

米澤 穂信／著 （文藝春秋） 

『君のための物語』 

水鏡 希人／[著] （メディアワークス） 

「奇妙。そして親愛」 

ある冬の晩、川で溺れかけた「私」を

救った「彼」。 

尊大で秘密主義者な「彼」に振り回さ

れる「私」だったが、次第に、「彼」を

めぐる数奇な運命に関わっていく。 

「彼」の友人となった「私」がつづる、

優しくて切ない、不思議な物語。 

『死の壁』 

養老 孟司／著 （新潮社） 

たくさんの自然がある、とても美しい島

「プリンスエドワード島」にやってきた、

孤児の女の子アン。アンは独特な感性を

もち、島の自然や人々と関わっていく。

そんな、愛を持っていてフレンドリーな

アンに、周りの人々は心を動かされてい

く。アンの言葉で、アンの起こしたこと

で、島の人も読者も幸せになる物語。 

『赤毛のアン』 

L.M.モンゴメリ／作 村岡 花子／訳  

（講談社） 
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西早稲田の路地裏にたつ食堂「あおやぎ
亭」。主は、平安貴族のような雰囲気をも
つ美丈夫。 
小学生の頃の体験により、「死者の魂」が
見えるようになった大学生、半井結人は、
あおやぎ亭の主との出会いを機に、不思
議な出来事に巻き込まれ、自分の持つ力

の意味を知ることとなる。 
昼は朝廷に仕え、夜は冥府の役人であっ
たと伝えられる歴史上の人物、小野篁を
題材とした物語。超絶美形の閻魔様も登
場します！！ 

『幽冥食堂「あおやぎ亭」の交遊録』 

篠原 美季／[著] （講談社） 

『緑の扉は夢の入り口 第一の夢の書』 

ケルスティン・ギア／著 遠山 明子／訳 

（東京創元社） 

リヴは、母親と妹と一緒にロンドンへ 

引っ越してきた。新しい家族、新しい 

学校になじもうとする日々。 

彼女はある日、長い廊下にたくさんの 

扉が並ぶ夢を見る。そのうちの１つの 

扉を開けると、そこは墓地。そして学校

の人気者である、男子４人組と遭遇す

る。その日からリヴは、不思議な夢に入

り込み・・・。 

夢の中の冒険と、現実の問題に悩む少女

の物語。シリーズ３部作、ここに開幕！ 

 

５月、６月に、チャレンジ体験で北図書館に来てくれた中学生のみなさんに、

ビブリオバトルを体験してもらいました。その時におすすめされた本も、紹介

します。 
 

『そして生活はつづく』 星野 源／著 

『そして誰もいなくなった』 アガサ・クリスティ／著 

『かがみの孤城』 辻村 深月／著 

『わくわく数の世界の大冒険』 桜井 進／著 
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★ 京都市図書館で本を借りるときは図書館カードが必要です。 

（持っていない方は図書館でカードを作ることができます。 
住所の確認が必要なので、作るときは生徒手帳を持参してください） 

京都市北図書館 

〒603-8214 

京都市北区紫野雲林院町 44-1 

TEL 075-492-8810 
開館時間 平日 9:30～19:30 

     土日祝 9:30～17:00 

休館日 毎週火曜日（祝日の場合は翌日） 

HP http://www2.kyotocitylib.jp/ 

北図書館からのお知らせ 
 

～夏休みにむけて～ 
 

   京都市図書館では、夏休みに利用されることの多い 
課題図書や自由研究の本などを用意しています。 

これらの本は例年、多く貸し出されますので、 

お早めに貸出や予約をお願いいたします。 
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